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研究成果の概要（和文）：　異なる学問分野の総合研究という側面が足かせとなり、従来十分に検討されてこな
かった北イスラエル王国時代末期（紀元前8世紀後半）について、聖書学・アッシリア学・考古学の研究者によ
る国際研究ネットワークを構築し、「北イスラエル王国時代末期」についての国際会議を開催した。
　学際的歴史研究である本研究の手法は国際的に高く評価され、世界各地で講演に招待された。また、上記国際
会議における発表は、ドイツの出版社から国際的に著名な叢書として2018年中に出版される。

研究成果の概要（英文）： The Last Days of the Northern Kingdom of Israel (the late eighth century 
BCE) have not been adequately investigated due to the complexity of the synthesis of all the 
relevant data from different disciplines such as biblical studies, Assyriology and archaeology. This
 study first constructed an international research network on the subject and held an international 
conference on the subject inviting established scholars from the world.
 The results of the conference as well as the method of this study were highly appreciated, which 
led to the publication of the monograph based on the conference by De Gruyter in 2018 (forthcoming).
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様 式 Ｆ－１９－２ 

１．研究開始当初の背景 
（1）北イスラエル王国時代末期（紀元前 8
世紀後半）は、『旧約聖書』、新アッシリア・
新バビロニアの碑文史料、考古学的資料と多
くの史料が存在していたにもかかわらず、ま
た、メソポタミアとエジプトとの間に位置す
る南レヴァントという地域史は、当時の西ア
ジア史全体を考えるうえで非常に重要であ
るにもかかわらず、従来十分に検討されてこ
なかった。その主たる理由は、この史料を扱
う学問分野が聖書学、アッシリア学、考古学
という別個の学問分野に分かれており、研究
分野間の対話が不十分であったことにある。
北イスラエル王国は、新アッシリアによって
紀元前 8世紀後半に征服されるが、この出来
事が直接的・間接的に南ユダ王国の台頭を促
し、「イスラエル」とう概念を継承して後に
『旧約聖書』を形成する神学の一潮流ともな
ったことから、宗教史的にも同時代は極めて
重要である。 
 
（2）これまで研究が停滞していた主たる理
由は、これら各資料の研究が高度に専門化し
すぎた結果、総合的歴史研究に必要な分野間
の対話が十分になされてこなかったことに
あった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の最大の目的は、上記三分野の研究
者による国際研究ネットワークを構築し、よ
り実証的な北イスラエル王国時代末期の歴
史を再構成することにある。 
 
３．研究の方法 
（1）聖書学・アッシリア学・考古学という
異なる三分野の研究者による国際研究ネッ
トワークを構築する。 
 
（2）構築したネットワークを利用し、北イ
スラエル王国時代末期の歴史に関する国際
会議を開催し、この主題に関する意見交換を
してより実証的な北イスラエル王国時代末
期の歴史を再構成する。 
 
４．研究成果 
（1）アジア・ヨーロッパ・アメリカにまた
がる聖書学・アッシリア学・考古学という異
なる三分野の研究者による国際研究ネット
ワークを構築できた。これは今後の古代イス
ラエル史のみならず、さらなる古代西アジア
史研究の基盤としての活用が期待される。 
 
（2）ミュンヘン大学において「北イスラエ
ル王国時代末期」という題目の国際会議を開
催し、18 名の高名な研究者を世界各国から招
へいし、意見交換を行った。その結果、北イ
スラエル王国時代末期の歴史を時間的・空間
的により広い古代史の文脈に定位すること
ができた。 
 

（3）上記国際会議の成果を英文の書籍とし
てドイツの出版社から2018年中に出版する。 
 
（4）異分野の学際的歴史研究である本研究
の手法が国際的にも認められ、国内外で多く
の招待講演を行った。 
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